













































































の。「StraBenbahnstatt～」（アウトヴァー ン〔気違いじみた車使用〕に代わってシュトラー センバー ン
〔市電〕を)(｢VZ｣3/89.S.3u.S.27)。
●autozentriert:「車中心の｣。たとえば「Psychologie」の6ペー ジ（ただし、
Autozentriertheitで）や8ペー ジや14ペー ジ参照。
●bahnen:｢(道を）きりひらく」。これ自体､交通用語ではない力ざ、(Stra6en)bahnとひっ
かけた例として:,,DieBSAG(=BremerStral3enbahnAG)wirdihreUnterneh-
menspolitikauchweiterhinsoausrichten,da8derWegfiireinesauberelebenswerte
Umweltge6""/wird!d$(ブレー メン市電株式会社は生きがいのある、きれいな環境のた
めの道がきり開かれるような企業政策上の方向づけを今後もしていくであろう)[｢VZ｣1/
90.S､36)。
●Bahnkiirper:=GleisanlageundBahndamm(=erh6hteGleisanlage)。「軌道（線路）
施設と鉄道用築堤｣。
●Beiwagen:｢(列車や路面電車などの）連結車両｣。略語はBW｡Vgl.｢SV｣8/91.S.50.
●Berufsverkehr:「通勤｣。
●Betriebshof:｢(交通企業や交通局の)営業所構内｣。市電や市バスの車両のための車庫
や、車両の整備、修理のための作業場があり、管理部の事務所ｶ寸あったりもする。
●Bike-and-Ride(B+R):「サイクルアンドライド｣。ドイツ語ではないが、ドイツ語の
文脈の中で出てくることもあるので載せた。自転車で駅へ行き、そこから電車（やバス）
に乗る方法のこと。「パー クアンドライド」の対案として注目される。Vgl.｢AKP｣S.49
ff.(｢第三の道」第7号。58～62ペー ジ)。さらに「VZ｣4/91.S.15ff.参照。
●Biirgerbus:「住民バス｣。公共交通が十分に提供されていない町村に対して自治体ある
いは交通会社が走らせるミニバス。Vgl.｢Zeit｣13.4.92.｢AKP｣S.37f.(｢第三の道」第
7号。48ペー ジ)。
●Busspur(en):「バスレー ン｣。
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●ChartaderFuBganger:1988年10月22日に欧州議会が決議した「歩行者憲章｣。(｢VZ」
4/89.S.31)｡
●City-Bahn:「都市快速電車｣。以前のEilzug(準急列車）の後継タイプの電車で、大都
市から一定の路線を30～50キロはなれた周辺地域へ、通常30分毎に走る。通勤乗客のため
にCity-Bahn-Caf6や飲み物の自動販売機を備える。FUrneueNahverkehrsprojektehat
Baden-WiirttembergindenletztenzehnJahrenLandeszuschiissevoniiberdreiMilliardenDM
gewahrt.ZuTeufelsdeutlichemBekenntniszurSchienegeh6rtauchdieijberlegung,dieS-Bahnim
RaumStuttgartdurcheinSystemvonC"y6a伽g"zuerganzen.(新しい近距離交通プロジェクトのため
にバーデンーヴュルテンベルク州は最近10年間に30億マルク以上の州助成金を認めてきた。シュトゥットガ
ルト地域のSバーンを都市快速電車システムで補完するという構想もまた、トイフェル州首相がはっきり
レー ルを重視していることを示すものである)[｢nahverkehrs-praxis｣5/92.S.191)。
●Einzugsbereich:｢(電車やバスなどの）利用者居住圏｣、「駅勢圏(station'ssphereof
influence)｣。
●entlasten:「交通量を減らす｣。SiefahrenBahnundBus.Dasistumweltfreundlich,e"/如極
dieStraBenundhilftEnergiesparen.VielenDankdafiir.(BundesministerfUrVerkehr)(皆さんは電
車やバスに乗っておりますが､これは環境保全的で道路の交通量を減らし省エネの助けとなります。このこ
とに対し感謝します（連邦交通相)〕（市電の中の掲示)。
●ETA:=EnvironmentalTransportAssociation.スイスのVCS(別出）にならって1990
年4月9日に設立された団体で、英国での環境意識の高まりをうけて、軽視されている公
共交通（特に電車）を推進し、いきすぎた道路建設計画に抵抗して、各人が環境保全的交
通行動をとるように促していくことをその目標としている。会員5千人。(Vgl.｢VZ｣2/90.
S､30)｡
●DerEuropaischeVerbandfiirVerkehrundUmwelt:ブリュッセルに本部がある交
通クラブの上部機構でF6dgrationEuropeennepourleTransportetL'Environnement
(T&E)[｢交通と環境のための欧州連盟｣〕のドイツ語名。1990年1月12日設立。(vgl.
「VZ｣1/90.S.34)｡
●FahrplanausdUnnUng:．「列車本数の減少｣。Fahrplan(ダイヤ)+AusdUnnung(間引
<ausd伽nenこと)｡ZusatzlichzudenStreckenstillegungenfiihrenF""ゅ〃α"s"""""g忽"，
BahnhofsschlieBungenunddieseitl975um69%gestiegenenFahrpreisebeiderBahnzueinem
AbwandernderFahrgastezumAuto.(路線の廃止に加えて、列車の本数の減少、駅の閉鎖、それに1975
年以来69％上がった鉄道運賃などが乗客を車へと向かわせているのである)(｢AKP｣S.4(｢第三の道」第
7号。3ページ)〕。
環境保全に関わる交通用語のドイツ語・日本語リスト
●FahrradmitnahmeinBusse:「バスへの自転車の搬入｣。
●,,fairkehr66:Verkehrをもじった雑誌名で、VCD(別出）の機関誌。
●nachendeckend:「全域的｣。たとえば/肋"e"伽吹g"〃EinfiihrungvonTempo30(速度の30
キロ制限の全域的導入)(｢VZ｣2/89.S.28)。
●Fort-Schritt:Fortschritt(進歩）をもじった造語で、「歩行｣、「歩いていくこと｣。
=Zu-FuB-Gehen.Vgl.｢VZ｣3/89.S.3u.15.
●Fortschrott:これもFortschrittをもじったもの。「スクラップ。の継続」。Esistnunan
derZeit,BilanzzuziehenundnachdemPreisfiirdiesenFortschrittzufragen(凡γ"c"γり").(今や、
総括をして、この進歩（スクラップの継続）が払った代償を問う時がきた](｢Psychologie｣S.15)｡
●gebrochenerVerkehr:複数の交通手段による移動のこと。たとえば自転車で駅へ行
き、そこからバスや電車に乗りかえる、など。ただし、あまり用いられない。貨物輸送で
はkombinierterVerkehr(コンビネーション輸送,[別出])という。DieReisezeitenlagenl987
trotznachwievorvorhandener,,gE6'りc"e"eγ吻戒g"泥"nochumfastlMinuteunterdenl979/81
erhobenen.(所要時間は1987年には、相変わらず複数の交通手段の組み合わせがみられたにもかかわらず、
1979/81よりまだ1分近く下まわっていた)(｢VZ｣2/88.S.15)。
●Gleiskiirper:=Unterbau(Erdk6rper)mitdaraufbefindlichenGleisen(上にレール
のある路床)。「軌道敷」のこと。DieTrassekanniiberwiegendaufeigenemRaseng彪紬びゆeγ
verlaufen.(路線は主として独自の芝生の軌道敷の上を走ることができる)(｢Tra(u)mstadt｣S.42)｡Vor-
dringlichistdieAbmarkierungderStraBenbahng彪紬びゆe"sodaBdieStraBenbahnquasiaufeigener
TrasseamAutostauvorbeifahrenkann.(路面電車力ざさながら専用軌道を走るようにして、渋滞する車
の横を走っていけるように、電車の軌道敷を他から区切ること力罫緊急に必要だ)(ibid.S.52)。なお、
eigenerGleisk6rper(専用軌道敷）の反対語はgemeinSamgenutzteFahrspur(共同使用
の車線）ないしGleisinderKFZ-Fahrbahn(車道内の線路)(ibid.S.57)。
●griineWelle:「連続青信号｣。GriinstehtfiirLeben.GriinheiBtUmweltqualitat.G""9
Wセル〃sindderlnbegrifffiirfreieFahrt.(緑は生命のしるしだ。緑は環境の質を意味する。「緑の波」
（＝系統式交通信号）は自由な走行のための精華だ)(｢nahverkehrs-praxis｣Nr.7/92.S.252)。
●Griinphase:．「(信号の）青の時間｣。DieG""ﾉbasederFu6gangerampelistvielzukurz.(歩
行者用信号の青の時間は短かすぎる)(Brockhaus-Wahrig:DeutschesW6rterbuch.Band3.1981.S.
327]｡DieFussgangerk6nnenihreG""加senachBedarfausl6sen.(歩行者は必要に応じて信号を青
に変えられる)(｢BaZ｣28.7.92－写真の説明文より〕。
●Hauptverkehrsachse:「主要幹線道路｣。
●HVZ:=Hauptverkehrszeit.「ラッシュアワー ｣。zuder～（ラッシュ時に)[zuは「時点」
91
92 菊池悦朗
を示す)｡InderHVZkannderTaktauf7,5Minutenverdichtetwerden.(ラッシュ時には運行間隔を
7分30秒に縮めることが可能だ)[｢SV｣8/91.S.41)。
●Individualverkehr:「個人交通｣。公共交通の反対語。PrivaterVerkehr、あるいは
Privatverkehrより一般的。略語はIV・徒歩や自転車交通もこれに属する。まれにin-
dividuellerVerkehrという言い方も。WasVerspatungenbetrifft,sowerdenwirweiterdafiir
kampfen,dassdieBehinderungendurchden伽成り〃"g/〃〃吻油e"abnehmen.(遅れについて言えば、
個人交通による妨げを減らすよう奮闘し続けるつもりです)(｢BaZ｣2．12．92．S、27]｡
●Interessengememschaft(IG)VeloSchweiz:「スイス自転車利益共同体｣。ベルン、
チュー リヒ、バー ゼル(IGVelobeiderBasel、情報パンフ「baslerVeloblatt」を発行）などにあ
る、自転車交通推進の行動を行う団体。
●Just-in-time-Lieferung(en):「ジャスト・イン･タイム方式｣。在庫量を少なくするた
めにとられる物品納入の方法。より詳しくは｢知恵蔵」（朝日新聞社、1992年)の406～407ページ参照。
●Kneeling:ダウンしうる(,,indieKniegehenkann")、段差のないバスの入口のこと。
●KombinierterVerkehr:「コンビネー ション輸送｣。略語はK、V.で、Huckepack-
verkehrともいう。交通路の一定の部分は鉄道で、また別の部分はトラックで輸送する方
法。
●Kombi-Ticket:劇場や演奏会場などの催し物会場へ行くのに公共交通を利用した場
合、運賃も含まれる入場券のこと。Vgl.｢SV｣8/91.S.48.u.｢nahverkehrs-praxis｣Nr.
6/92.S.241.他にKombibillettという言い方もみられる（特にスイスで。Vgl.｢VZ｣4/91.
S.34)。
●Komposition(en):「車両編成｣。z.B.｢NeueZiircherZeitung｣17.9.92.S.25od.
「VZ｣2/89.S.33.
●Korridor(en):｢(周辺地域から都心部に通じる路線の)沿線地帯｣｡Inl3Kひγ河伽""sollen
150MeilenSchienenstreckengebautwerden,..…IneinigenKひγ”伽〃〃wirdesVoriibergehend
!@busways''geben,Bustrassen,eineUbergangsl6sung,weilnichtiiberallsofortSchienenstrecken
finanzierbarSind.(13の路線で150マイルの線路が敷設される予定である．…･･1,､<つかの路線では一時的に
バス路線になるであろうが､これは暫定的解決策である。どこでも直ちに電車の路線に融資が可能とは限ら
ないからだ)[｢Tra(u)mstadt｣S.11)。
●Lieferverkehr:「配達輸送｣。Anlieferverkehrとも。Vgl.｢nahverkehrs-praxis｣9/
92.S、340．Bild3｢Behinderungendurch～｣。
環境保全に関わる交通用語のドイツ語，日本語リスト
●Lift/Hublift:バス停の地面と車体とを結ぶスロー プ°状の乗降台(=Rampe、後出)に車
いすを乗せると、運転手は機械を動かし、リフトによって車いすをバスの中に運び入れる。
ImEinstiegsindbisaufFahrniveauabsenkbareH"6/"zumstufenlosenEin-undAussteigenfUr
RollstuhlfahrerundEltemmitKinderwagenvorhanden.(乗降口には、車いす利用者や乳母車を引いた
親達が段差なく乗り降りできるために、走行面まで下ろせるリフトがついている)(｢nahverkehrs-praxis」
5/92.S.196)。
●Linienbus:「路線バス｣。
●Linienlange:Streckenlangeの項、参照。
●Magnetschwebebahn:「磁気浮上鉄道｣｡V91.｢VZ｣2/89.S.28.
●Meterspur-Stra6enbahn:「レー ル幅1mの路面電車｣。ドイツのふつうの路面電車は
レール幅1.43mである。
●Mischverkehr:「混合交通｣。道路を歩行者や自転車や乗用車などが同等の権利で利用
する交通のあり方。たとえば｢BaZ｣(1992年6月13日)の《EntspannungstattVerkramp-
fung>(硬直化でなしに緊張緩和を）という見出しの記事や「AKP」の15ペー ジ（｢第三の
道」第7号の21ページ）などを参照。
●MIV:=Motorisierterlndividualverkehr.「自動車（やオー トバイ）による個人交通｣。
motorisiertは「車（やオー トバイ）を持った｣、「車（やオー トバイ）による｣。さらに、
nichtmotorisiertという形容詞や、これらが名詞化された(Nicht)motorisierte(車を持っ
た〔持たない〕人達）のような語もある。
●mobileGesellschaft/Mobilitatsgesellschaft:「交通社会｣。z.B.in｢BaZ｣5.3.92.
Seitel9f.
VerkehrsmittelwahlinBerlinl986
Fahrrad (ModalSplit)
Pkw
uB
BVG
Sonstige
alsFahrer
alsMit
（注） BVG(=BerlinerVerkehrsgesellschaft)
〔地下鉄、S-バーン、バス〕
Sonstige(タクシー 、オー トバイ、トラック、
船、その他〕
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●Mohilitat:「移動（能力)｣、「可動性｣、「モビリティー ｣、「(移動の）足｣。Immobilitat
は「移動能力のなさ｣。
●modalsplit:=Verkehrsaufteilung(交通の分配)。「輸送のモデル（割合)｣。選択した
交通手段の割合をパー セントで示したもの。Vgl.｢nahverkehrs-praxis｣5/92.S.146u.
「Tra(u)mstadt｣S.8.
●DerMolochVerkehr:「交通地獄｣。Vgl.｢VZ｣2/89.S.28.OhnedasZusammenspiel
von6ffentlichemundprivatemVerkehrwareJapanmitseinenl20MillionenEinwohnernschon
langstamMりんc〃W戒eﾙγerstickt.(公共交通と個人交通と力ざ協力しなかったら、1億2千万の人口を
かかえる日本はもうとっくに交通地獄で窒息していたことであろう)(｢BaZ｣6.12.91.Seite59)。
●Motorisierung:「自動車化｣、「モータリゼーション｣。Entmotorisierungは｢脱モータ
リゼー ション｣、「脱クルマ社会｣。Vgl.HeinerMonheim｢E""@0加嫡泥〃'Zg DerAuswegaus
derAutogesellschaft｣.In:｢BaslerMagazin｣(Politisch-kulturelleWochenend-BeilagederBasler
Zeitung,214)Nummer37.14.9.1991.Seite7.なお、この文章は「VZ」誌の1991年4号4～7ページに
再録されている。Ubennotorisierungは「超モー タリゼー ション」(Vgl.｢VZ｣1/91.S.7)｡
●Motorisierungsindustrie:=Autoindustrie.「自動車産業｣。ただし，あまり使われな
い。DieRahmenbedingungensindnachwievoraufdieExpansionder〃りゎ蛎泥〃"gs/""s/"
ausgerichtet.(大枠の条件は相変わらず自動車産業の拡大に照準を合わせている)(｢VZ｣4/91.S.28)。
●Nichtautofahrer:「車を運転しない人達｣、「非ドライバー ｣。BisheutewerdendieRechte
derlWcMz"Mz""inunglaublicherWeisevonderPolitikunddenVerkehrsplanernverletzt.(今ま
で、自動車を運転しない人々の諸権利は信じ難い形で政治家と交通立案者達によって侵害されてきている）
[｢AKP｣S.4(｢第三の道」7号。4ペー ジ)]｡
●Niedernurbus:「低床バス｣。
●Noch-Autofahrer:一種の造語で「まだ車を運転している人達｣、「まだ車を手放せな
い人達｣。Mitden,,LunaTours"willdieHeidelbergerStraBen-undBergbahnAktiengesellschaft
(HSB)Mobilitatauchnach20UhrsichernunddenⅣひc"-A"Mz〃沌加eineAlternativebieten.(《ル
ナ･ツアー》と銘うってハイデルベルク路面･登山鉄道株式会社は20時以降の足も保障することで、まだ車
を利用している人達に対案を示そうとしている)(｢nahverkehrs-praxis｣5/92.S.196]。
●Null-Tarif:「運賃無料制｣。公共交通の運賃を税金によって無料にすること。
●Obus/O-Bus:「トロリー バス｣。旧西ドイツでは1988年の時点で路線の長さは48kmで
あった(｢VZ｣2/89.S.31)。
●OhneAutomobil:「車なしでも動ける｣。OhneAutomobil(自動車なしに）のAuto
とmobilを切り離したこの言葉は脱クルマ社会を志向する人達の一種の流行語だが、ボン
環境保全に関わる交通用語のドイツ語・日本語リスト
の交通省でも用いることがある。
●OPNV:=OffentlicherPersonennahverkehr.「近距離公共人員(旅客)輸送」のことだ
が、平たく言えば｢近距離公共交通｣のこと。OVならOffentlicherVerkehr(公共交通)。
●Pararellverkehr:「平行輸送｣。ある路線をたとえば列車とバスが走ること。
●Park-and-Ride(P+R):「パー クアンドライド（システム)｣。vgl.「VZ｣4/91.S.15
ff.
●personengebunden:「本人だけが使用できる｣。….,sieistPe7so"g"g功""〃"undnicht
iibertragbar.(…それ[=Testwochenkarteテスト週間乗車券〕は本人だけが使用でき、他人には貸せな
V,)[｢nahverkehrs-praxis｣3/92.S.92]｡
●derprivateBetreiber:「私企業体｣。此γ"グ"α"Mt"伽γdes6ffentlichenNahverkehrs(公
共近距離交通の私企業体)[｢SV｣10/91.S.34]。
●Privatverkehr:=Individualverkehr(個人交通)。公共交通の反対語。
●Rampe:バス停の地面と車体とを結ぶスロー プ状の乗降台。Rollstuhlrampeという言
い方もある。
●Reisezeit(en):「所要時間｣。
●(StraBen)riickbau:．「(道路の)縮小改造｣。vgl.「VZ｣2/91.S.12.動詞はriickbauen
(Vgl.｢VZ｣3/89.S.29)｡
●ruhenderVerkehr:「車両の駐停車」（警察用語)｡Vgl.｢VZ｣3/90.S.18f.derchaotisch
〃"g"〃吻戒g"γ（車両のひどい駐停車)(｢VZ｣2/89.S.27)｡Der,,〃"e"〃脆戒g"γ"wirdnichtnur
fUrdietibriggebliebenenBewohnerderlnnenstadteundOrtskernezumProblem,sondernverandert
immermehrdenCharaktervonWohnstraBen.(車両の駐停車は都心部や町村の中心部に住み続けてい
る人達にとってのみ問題になるのではなく、住宅地域の性格をもどんどん変えている)(｢AKP｣S.13
（｢第三の道」第7号。18ペー ジ)〕・対語はnieBenderVerkehr。
●schienengebunden:「レールによる｣。Systemefiirdensc"e"e"gE6""〃"e"OPNV(レール
公共交通のためのシステム)(｢Psychologie｣S.35]・DieBenutzungdersc"たれg"gE6""此れg”
NahverkehrsmittelerreichtihreGrenzen,wennihreHaltestellenzuFuBnichtmehrerreichbarsind.
DenndieWohnbebauunghatindenletztenJahrzehntenstarkindieFlacheausgedehnt,ohnedaBeine
ErschlieBungmitsc"e"e"g功""〃"g"Verkehrsmittelnnachgefolgthat.(レール近距離交通機関の利用
は、駅力:歩いて行ける距離にない場合、限界にぶつかる。なぜなら、住宅建設力ぎここ数十年、平地にずっと
広がっていきながら、レー ル交通機関を伴った開発があとに続かなかったからである)(｢VZ｣4/91.S.15)。
●Schraffm(en):「導流帯｣、「ゼブラゾーン｣。EinenSchwerpunktderl990umgesetzten
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KonzeptmaBnahmenbildetedieBeschleunigungderStadtbahnlinie2(Sc/"tZ〃"〃〃undLichtsignalan-
steuerung),vonderz.T.auchzweiweitereLinienprofitieren.(1990年に実行に移された構想の重点の
ひとつは都市鉄道の2番線をスピードアップすることで〔禁車区域や優先信号による〕、そのことで一部、
他の二つの路線も得をすることになる)(｢VZ｣4/91.S.36)。
●Schrittgeschwindigkeit:=Schrittempo(6～8km/h)。｢歩行（者）並みの速度｣。
ZusatzlichzurflachendeckendenEinfiihrungvonTempo30innerortsmUsstenauchverstarkt
verkehrsberuhigteGebietemitS℃"ガオ唾Esc""〃α妙e"undv611igautofreienFuBggnger-und
Radfahrzonengeschaffenwerden.(市内の全域に速度30キロ制限を導入すると共に、完全に車を入れず、
ゆっくりした速度で通行する歩行者･自転車専用区域をもった、交通緩和の一層なされた地域をつくり出し
ていく必要もあろう)[｢VZ｣2/89.S.28)｡
●Schmerverkehr:「通学輸送｣。
●Schwelle:「ハンフ°」。車の走行速度を適度に抑制する目的で車道に設けた路面の膨ら
みのこと。英語:hump。「街路の景観設計｣88～89ペー ジ、および｢人にとってクルマとは何か」（杉
田聡著、大月書店刊）158～160ページ参照。
●SpielstraBe:交通が緩和され、子供に開放された「遊戯道路｣。この標識があると、
Schrittgeschwindigkeit(既出）を守らねばならない。
●Spike(s)reifen/Spikes:「スパイクタイヤ」。1975年以来、旧西ドイツでは全面的に、
またスイスでも原則的に禁止されている。
●SPNV:=Schienenpersonennahverkehr．「近距離公共旅客レー ル輸送」のことだ力寸、
あまり使われない。
●Stadtbahn:「都市鉄道｣。通常は、路面、高架、地下が組み合わされた大規模なレール
交通網のことをいう。
●StadtderkurzenWege:「短い道の町」とは、「職住接近」等により、生活上の様々
な営みが住まいの近くでなされうるような町のこと。Vgl.｢VZ｣4/91.S.14.od.｢AKP」
（註）
S.14(｢第三の道」第7号。20ペー ジ）。「Psychologie」の114ペー ジにも。
●StraBenbahn:「路面電車｣、「市街電車｣。いわゆる｢市電｣のことで、スイスでは(zzs)
Tramoまた、たとえばオーストリア東部(WienとかGraz)では(die)
Tramway(,,tramwai"のように発音される）とか(die)Tramとも呼ばれる。さらに南ドイツ
などでもTram(bahn)[後出〕と呼ばれる場合がある。
●StraBenfahrzeug:「道路用車両」とは乗用車、トラック、バス等の車両の総称で、公
式的、統計的概念。Vgl.｢SiiddeutscheZeitung｣14.5.1992.Seite33.
●Streckenlange:「運行区間距離」。Linienlange(路線の距離）の場合、複数の路線の
共通線路区間がダブって合計されるのに対し、こちらは純粋な区間距離となる。vgl.
「Tra(u)mstadt｣S.26.
環境保全に関わる交通用語のドイツ語・日本語リスト
●Takt:「運行間隔｣。たとえばiml5-Minuten-TIz"verkehren(｢SV｣8/91.S.41)や4-Min-nz"
(ibid.S.52)｡Abstandを使う場合もある。10-Minuten-A6s""(ibid.S.49)。さらに、einattraktiver
7,5Minuten励師e6とか、6/9-Minuten-肋彪”α/のような言い方もみられる(｢SV｣9/91.S.51).
Intervalの代わりにRhythmusが使われた例 ｢SV｣11-12/91.S.48
●Taxi-Ruf-Service:「タクシー 呼び出しサー ビス｣。電車やバスの運転手に、終点ないし
主要な乗り換え駅から先へ行くのにタクシーを予約する制度。1983年9月1日に同制度を
導入したケルンでは20時以降、盲人の場合は終日、呼び出せる(｢SV｣8/91.S.48)。
●Ticketeria:=Billetverkaufsstelle(乗車券販売所)。英語のticketとイタリア語の語尾
-eriaをつなげた新しい造語。Vgl.｢VZ｣4/91.S.34.
●Tram:StraBenbahnの別称。DieTmwIfUrAachen(｢VZ｣1/90.S.22),unsereTm"2(ibid.
S.36)。スイスでは""sTram。
●Trambahn:たとえばKasselではStraBenbahnをTrambahnと呼んでいる。vgl.
「nahverkehrs-praxis｣Nr.2/92.S.45.
●Tra(u)mstadt:Tramstadt(市電の町）とTraumstadt(夢の町）の掛け言葉。
「Tra(u)mstadt｣Berlinは雑誌名。
●Trasse/Trassee(スイス):「軌道敷｣、「建設ルート｣。InNiederdorffuhreinLastwagenUber
d(zsTmsseederWaldenburgerbahnundkamerstimBachzumStillstand.(ニー ダー ドルフで一台のト
ラックがヴァルデンブルク鉄道の軌道敷を越え、小川に突っこんでようやく静止した)(｢BaZ｣18.12.91)。
ZweigleisigaufeigenerT"zzsse.(専用軌道を複線で)(Tra(u)mstadt｣S.41u.52]。
●Trassenfiihrung:「運行ルート｣。Vgl.｢Tra(u)mstadt｣S.49.
●Trolleybus:「トロリー バス｣。スイスでだけの名称。
●(frei)iibertragbar:．「(定期などが）他人にも貸せる｣。
●umspuren.．「軌道幅を変える｣。Derehemalige,,Goldfisch"-TW198sollzukiinftigbeider
TosaElectricRailwayCoinKochi/JapanaufderenGleisenlaufen.WasdieNorwegerinErstaunen
versetzte,warjedochdieAbsichtdesKaufers,den2,50mbreitenWagenauf2,20mzuverschmalern
undihnvonl435auflOOOmmz""zuSPz"12".(以前の「ゴルトフイツシュ」-TW198は将来〔オスロを去っ
て〕土佐電鉄のレール上を走るとのことだ。ノルウェーを驚かせたのはしかし、2.5m幅の車両を2.2mに
縮め、軌道幅を1435mmから1000mmに変えようとした買い手、土佐電鉄の意図だった)[｢SV｣8/91.S.
50〕。
●umsteigefrei:「乗りかえのない｣。Vgl.｢VZ｣3/89.S､28.
●Umsteiger:自家用車を(一時的に）やめ、公共交通を利用する（ようになった)人を指
す。ZubringerbusseerganzendieSchiene．P+R-Platzewerdenangelegt・Sohofftman,U"@s彪狸γ
●●
vomlVzugewinnen.(連絡用バスが鉄道を補完し、パークアンドライド用の〔駐車場〕スペースも設けら
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れている。こうして自家用車に乗らず公共交通を利用する人々を獲得することが期待されている)(｢SV」
10/91.S.45)。したがって、その動詞形umsteigenは「(車から電車・バスへと)<らがえす
る｡」また、Umstiegも使われる。DochdieunkoordiniertenFahrplanedereinzelnenVerkehrs-
unternehmenimKreis,uneinheitlicheTarifsysteme,unklareLiniennetzeundlangeUmsteigezeiten
verhindembisheuteden6kologischsinnvollenU"@s"egaufBusseundBahnen.(けれども、郡内の
個々の交通企業の運行時刻が調整されておらず､運賃システムが不統一で路線網も不明瞭､それに乗りかえ
時間も長いため、こんにちまで、エコロジー的に有意義なバスと電車へのくら替えが阻まれてきている）
(｢nahverkehrs-praxis｣7/92.S.265]｡
●umweltfreundlich:「環境にやさしい｣、「環境保護的な」。反対語はumweltfeindlich
（環境敵対的)｡umweltvertraglichも同義語。
●UmweltfreundlichesAuto:「低公害車｣。Umweltautoとも言う。
●Umweltschutz-Abonnements(Pl.):「環境保護定期乗車券｣。他人にも貸せ、路面電
車(Tram)、バス、トロリーバス、国鉄その他で使える格安の定期で、1984年スイスのバー
ゼルで初めて導入された。バーゼルでは1991年3月時点で月額43スイスフラン。略称
U-Abo(s)｡Umweltkarte(略称UK)やUmweltticket、Umweltpassなどの言い方もあ
る(Vgl.｢VZ｣3/90.S.38)。また、チュー リヒでは「虹の乗車券」(Regenbogenkarte)と呼
ばれ、バーゼル同様、成功を収めている。バーゼルの先例にならって多くの交通企業が、
このいわゆる「環境定期」を導入していった(Vgl.｢VZ｣1/89.S.35)。
●Umweltverbund:「環境連合｣。公共交通、自転車交通、歩行が環境保全的交通手段で
あり、共同して「連合」を形成しているという考え方に基づく言葉で、結局は、これらの
交通手段を指す。たとえば雑誌｢Tra(u)mstadtBerlin｣の67ペー ジ右下には三度この語
が使われ､「VERKEHRSZEICHEN｣誌は1992年からその副題を｢FURDENOFFENTLI.
CHENVERKEHR」から「FiirdieBewegungimU"22"g""gγ6""α」と変えている。
●VCD:VerkehrsclubderBundesrepublikDeutschlande.V.(社団法人ドイツ交通クラブ）
の略称。ADAC(既出)に対抗し、脱クルマ社会を目指し行動する。機関誌は,,fairkehr"(既
出）で会員6万人。住所はKalkuhlstraBe245300Bonn3(Telefon(0228)444144)
●VCO:VerkehrsclubOsterreich(オー ストリア交通クラブ)の略称。ヨー ロッパの4つの｢交
通クラブ｣のひとつ。1988年設立で、1992年現在1万人の会員。VCO-Zeitungを発行。住
所はDingelstedtgassel5A-1150Wien(Tel.(0222)858386,Fax.(0222)832462)
●VCS:Verkehrs-ClubderSchweiz(スイス交通クラブ）の略称でVCDやVCOの姉妹組
織。1979年設立で会員15万人。VCS-Zeitungを発行。住所はBahnhofstrasse8.
Postfach、3360Herzogenbuchsee(Tel.[063)615151,Fax.[063)616077)
●Verkehr:「交通量」の意でも使われる。Dengr66tenV@"e"hatdasAuto.(車は最大の交
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通量をもつ)[｢Umweltlexikon｣Hrsg.V.Katalysee.V.-InstitutfUrangewandteUmweltforschung,
Kiepenheuer&Witsch,1988.S.384.Verkehrsflachenbedarfの項参照〕。
●verkehren:．「運行する｣。
●Verkehrsart:「交通の種類｣、「交通手段｣。
●Verkehrsaufkommen:「交通の発生｣ということから｢通過車両数｣、「交通量｣｡Weiterer
StraBen(aus)baufiihrtzuh6herem吻戒g〃応α晩0加加g"、DieKonsequenzistderDauerstau.(更なる
道路建設〔拡張〕は交通量の増加を招く。その結果は慢性的渋滞だ)[｢Tra(u)mstadt｣7ペー ジの写真の
説明文〕。
●Verkehrsberuhigung:「交通緩和｣。verkehrsberuhigteGebieteという言い方も(｢VZ」
2/89.S.28)。
●Verkehrsinfarkt:「交通梗塞（こうそく)」とはZusammenbruchdesflieBenden
Individual-und6ffentlichenVerkehrs(よどみない個人・公共交通の麻痒)[｢VZ｣4/91.S.15)
のこと。DerVerkehrinderLandeshauptstadtSaarbriickenplatztausallenNahten.Esistzu
erwarten,daBinnaherZukunftdasBusverkehrssysteminderStadtdem脆戒e〃噸"たz戒/ebensozum
Opferfalltwiedermotorisiertelndividualverkehr.(州都ザー ルブリュッケンの交通は大きくなりすぎ
ている。近い将来この町のバス交通システムはマイカー交通同様に、交通麻痒の犠牲になると予想される）
(｢nahverkehrs-praxis｣Nr､2/92.S.41)。
●Verkehrsmittel:「交通機関｣、「交通手段｣。
●Verkehrssicherheit:「交通安全｣。
●Verkehrstrager:Verkehr+Trager(媒体、担い手)で｢交通手段｣、「交通機関の提供
者」(Vgl.｢SV｣11-12/91.S.46)。単にTragerとも(Vgl.｢Tra(u)mstadt｣S.28)。「交通主体｣。
●Verkehrsverhalten:「交通行動」とは、どういう交通手段を使うかということ(vgl.
「VZ｣4/91.S.14)。
●Verstopfung:「ふんづまり｣，「渋滞｣。(Verkehrs)stauの方が普通。Madridleidetunter
脆応加加@gverkehrsmassigwieplanerisch.(マドリッドは交通の面でも立案上も滞っている)(｢BaZ」
9.12.91.Seitell)。
●Vertaktung:「均等な運行間隔｣。形容詞vertaktetは｢均等な間隔で運行する｣。Durch
denzunehmendenFernverkehrunddessen腕γ”〃""gsindinZukunftnochweitere
Angebotsverschlechterungenzubefiirchten.．.AuchderBusverkehrimGroBraumwei6nurwenigzu
Uberzeugen.NurwenigeLiniensind"eγﾒZz""(imUmlandhaufigalsFolgedesnicht"eγ血z〃た花〃
Schienenverkehrs)｡[遠距離交通が増し、均等な間隔で運行されることにより、将来、（近距離交通の)更
なるサービス低下が懸念される。（ハノーファー）大交通圏のバス交通もあまり期待できない。均等な間隔
で運行されている路線はわずかにすぎない(これは、周辺地域では、鉄道が均等な間隔で運行されていない
ことの結果であることがしばしばだ))(｢VZ｣2/89.S.29)。
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●Vollbahnzug:都市鉄道の電車(Stadtbahnzug)に対して、普通の鉄道電車のこと。幹
線を走れ、堅牢な緩衝器(Puffer)や遮断機のある踏切など、高価で堅牢なメカニックを有
する。Vgl.｢SV｣10/90.S.51.
●wenden:「折り返す｣。Bishert"2"此花dieLinie5imBetriebshofStauffenbergstraBe.(従来5
番線はシュタウフェンベルク通りの営業所構内で折り返していた)(｢SV｣9/91.S.49)。
●Wendeschleife:転車のために環状にカー ブしたレー ルのこと。スイスでは､Schleifeの
代わりにSchlaufeを使って、たとえばTramschlaufeなどと言う。Vgl.｢BaZ｣14.11.92.
Seite35.
●WohnstraBe:「生活道路｣、「歩車共存道路」〔｢街路の景観設計」（土木学会編)、70ペー ジ以降
参照〕。
●Ziel-Quell-Verkehr:普通はQuell-Ziel-Verkehrという。一地点から出る交通
(Quellverkehr)と一地点へ行く交通(Zielverkehr)｡Vgl.｢Psychologie｣S.37.
●Zubringer:｢(空港や駅、催し物会場、アウトバー ン等への）連絡交通機関｣、「連絡道
路｣。AIsHauptz"伽"g膠γzumAusstellungsgelandefungiereneineS-Bahn-,eineTramundeine
BuSlinie.(展覧会場への主な交通機関の役目を担うのはSバー ン、市電、それにバスの各一路線である）
(｢VZ｣4/91.S.34]。
●Zu(g)kunft:Zukunft(未来）という語の中にZug(列車）をはめこみ、「列車の未来」
という意味をもたせた造語。EuropasZ"(g)加城istgrenzenlos.(ヨー ロッパの〔列車の〕未来は
限りない)(｢VZ｣1990年4号の24ペー ジ中央の見出し〕。
（註）この翻訳書中の「短い道の町」の説明文は誤りで、訳者のミスである。
（付記）このリストの作成に際し、「GesellschaftfUrlnfolmatik,Verkehrs-undUmweltplanung(IVU)
mbH」のTilmanBracher氏や「VerkehrsclubOsterreich(VCO)」のWolfgangRauh氏、及び帯広畜
産大学助教授で｢脱クルマ社会をすすめる会｣代表の杉田聡氏から有益な助言と資料をいただき、また、北
陸大学の田村光彰氏からは資料の提供を受けた。ここに記して感謝の意を表したい。
